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【ドライバーの安全確保に向けた対応】

輸送支援サービスを活用した事例

2026年6月
一般社団法人 日本自動車部品工業会
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【自動車部品工業会としての対応の考え方】
異常気象時に運送事業者に無理な運送依頼をさせないよう、事前に対策を立案・実施し、
荷主の立場で能動的に「ドライバーの安全確保」 を目指すと同時に
「納期遵守（生産/物流の持続性）」 も達成する

【背景・これまでの活動】

昨今、台風等異常気象時において、トラック運送事業者がドライバーおよび輸送の安全を確保することが
困難な状況下で、荷主に輸送を強要され、トラックが横転したり水没するなどの事故が発生しています。
これらは、荷主からの運送依頼条件、取引上の関係性が主な原因となっていると考えられ、
トラック運送事業者による安全対策のみでは、ドライバーおよび輸送の安全を十分に確保することが困難な状況に
なっています。

上記を受け、経済産業省、農林水産省、国土交通省の連名で、発荷主事業者·着荷主事業者·物流事業者が早急に
取り組むべき事項をまとめた 「物流の適正化·生産性向上に向けた荷主事業者·物流事業者の取組に関するガイドライン
（23年6月発行）」 においても 「輸送·荷役作業等の安全の確保」 の観点が織り込まれています。

自動車部品工業会におきましても、2023年12月に発行した 「物流適正化·生産性向上に向けた自主行動計画」 に
おいて、「異常気象時の運行の中止·中断等」 を取組事項として織り込み、
「異常気象時におけるドライバーの安全確保に向けた部工会としての対応の考え方（25年5月）」を策定しました。

はじめに：ドライバーの安全確保に向けた対応の考え方

https://www.mlit.go.jp/report/press/content/001612798.pdf
https://www.mlit.go.jp/report/press/content/001612798.pdf
https://www.mlit.go.jp/report/press/content/001612798.pdf
https://www.mlit.go.jp/report/press/content/001612798.pdf
https://www.mlit.go.jp/report/press/content/001612798.pdf
https://www.japia.or.jp/files/user/japia/work/buturyu/2512_JAPIA%20Logistic%20Action%20Plan.pdf
https://www.japia.or.jp/files/user/japia/work/buturyu/2512_JAPIA%20Logistic%20Action%20Plan.pdf
https://www.japia.or.jp/files/user/japia/work/buturyu/2512_JAPIA%20Logistic%20Action%20Plan.pdf
https://www.japia.or.jp/files/user/japia/work/buturyu/Basic%20concept%20for%20driver's%20safety.pdf
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(参考) 「ドライバーの安全確保に向けた対応の考え方」：あるべき姿

レベル2大雨注意報・
レベル2氾濫注意報

レベル3大雨警報・
レベル3氾濫警報

レベル3氾濫警報【高齢者避難】

レベル4氾濫危険警報【避難指示】

レベル5氾濫特別警報【緊急安全確保】
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(参考) 「ドライバーの安全確保に向けた対応の考え方」：ねらう姿(当面の目標のタイムライン)
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トライアル運用の概要

目的

① 異常気象時におけるドライバーの安全確保に向けた部工会としての対応の考え方に倣って、
物流WGの取り組みの一環として、輸送支援サービス※を活用した実事例をつくり、
会員企業へ展開し、個社単位での取り組みに繋げることで、
ドライバーの安全確保の取り組みの一層の強化を図る

② 必要に応じて、問題・課題を洗い出し、「対応の考え方」 の改善に繋げる

開催時期 2025年12月01日～2026年02月27日

ターゲット 降雪、積雪

※輸送支援
サービス

日本気象協会（GoStopマネジメントシステム）
全国の道路、貨物鉄道、海運、航空を対象に、気象が与える輸送影響リスクを悪天候の最大6日前から
地図や表によりひと目で確認できるWebサービス

〔事例構成〕
事例①：体制構築・整備 ・・・ 6 ～ 7ページ
事例②：降雪対応（在庫調整） 1/22事象 ・・・ 8 ～ 10ページ
事例③：降雪対応（迂回ルート）  2/9事象 ・・・ 11 ～ 13ページ

※関係部門間で事前に対応策を検討し、N-1日で実施判断
(ねらう姿をベースに運用取組)

https://www.japia.or.jp/files/user/japia/work/buturyu/Basic%20concept%20for%20driver's%20safety.pdf
https://www.japia.or.jp/files/user/japia/work/buturyu/Basic%20concept%20for%20driver's%20safety.pdf
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輸送支援サービスの内容(トライアル運用に活用した、GoStopマネジメントシステム)

●6日前～1日前
・雨・風・雪の影響を時系列で把握
・高速道路・国道に関するリスクをメールで通知

(WEB画面イメージ)

●当日
・実況や現地の状態を確認
・リアルタイム情報でドライバーの安全確保

(WEB画面イメージ）※状況に応じて色分け

名神高速 ○△IC

アラート リスク

通行注意(橙) 雪

通行警戒(赤) 雪

厳重警戒(紫) 雪

図3.厳重警戒アラート 図4.高速道路影響予測表

図5.GoStop注警報画面

リスクのある
高速ICを把握し、対策立案に活用

図2.大雪に関する防災気象情報

厳重警戒アラートの地点は紫ハッチング

降雪リスクのある地域を把握

図1.6日先予報(高速道路)
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着荷主
（第１種荷主：
トラック手配側）

事例①：体制構築・整備

日々情報が変化する気象情報、道路状況に対し、リスク発生時に
迅速かつ円滑に対応するために、関係するすべての会社・部署と事前に体制構築をし、身構えを実施

【体制構築】
STEP1：関係者の確認と責任者・担当者の人選(発荷主(製造部など)、着荷主(物流、営業など)、輸送会社など)
STEP2：物流支援ツール「体制表」を活用し、各担当の役割を決定

STEP3：異常気象発生時の当日の動き方の合意
「厳重警戒」アラートメールを受信→関係者へのメール展開→関係者での会議体を設定 など

STEP4：対応策の事前検討

対応策 想定状況

前倒し出発 発荷主側へトラック１便分の在庫確保の調整を依頼。 早期出発による危険回避

後ろ倒し出発 着荷主側へトラック１便分の在庫確保の調整を依頼。 通行止め解除後での出発による危険回避。

代替ルート 通常ルートは通行止めであるが、迂回ルートを選択することによる危険回避。

運行可否判断 在庫や気象情報などを鑑みて、運行見送りを判断。

工場(在庫確認)

生管(全体の取りまとめ)

仕入先
物流業者

営業(顧客連絡)

物流(対策検討)

〔役割分担表〕

https://view.officeapps.live.com/op/view.aspx?src=https%3A%2F%2Fwww.japia.or.jp%2Ffiles%2Fuser%2Fjapia%2Fwork%2Fbuturyu%2F202505_Safety%2520countermeasure%2520for%2520drivers.xlsx&wdOrigin=BROWSELINK
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タイム
ライン

実施事項
関係者

生産管理 製造 営業 物流 運送会社 仕入先

日常
管理

・全国の気象情報をチェックし、気象リスク地域を把握（日常管理として毎日実施） ★

・GoStopから、6日先予報(高速道路)［P6-図1］を入手 ★

・GoStopから、大雪に関する防災気象情報［P6-図2］を入手 ★

3日前

・GoStopで「厳重警戒アラート」［P6-図3］をメールで受信
・関連部門へ情報共有（メール）
・対策本部設置

★

・GoStopのHPへアクセスし、「高速道路影響予測表」［P6-図4］を入手し、
影響ルート特定

・影響のある生産拠点を特定
● ★ ●

・代替ルート検討 ● ★
・影響度合いの確認 - 在庫/生産/顧客納入 ★ ● ●

・対応策の検討 - 前倒し/後倒し納入可否確認 ★ ● ● ● ●

・対応策の内容協議
(判断基準確定：アラート区分が「厳重警戒」(紫)の場合対応［P6-図3］)

★ ● ● ● ●

2日前

・「高速道路影響予測表」［P6-図4］を用いて、N日最新予測を確認
・対応策の実施可否判断

★ ● ● ● ● ●

・顧客への影響がある場合は連絡 ★

1日前
・「高速道路影響予測表」［P6-図4］を用いて、N日最新予測を確認
・前倒し納入

★

N日

・「高速道路影響予測表」［P6-図4］、「GoStop注警報画面」［P6-図5］を用いて、
  最終確認
・代替ルート輸送(リスクが少ない迂回ルート)

★

1日後 ・後ろ倒し納入 ★

事例①：役割分担表

★：主管部署、●：関係部署
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事例②：在庫調整対応 ・・・（１）ルート情報

〔対象ルート〕

＜車庫＞

出発地点①
滋賀県湖南市（07:00）

出発地点②
滋賀県長浜(08:30)

到着地点
愛知県豊田市（10:45）

一般道

一般道
→ 名神(関ケ原IC～一宮IC)
→ 東名（一宮ICー豊田IC）
→一般道

＜積荷＞ ＜荷卸＞

車庫

積み荷

荷卸

関ケ原IC

豊田IC

＜凡例＞

…一般道
…高速道路

一宮IC
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事例②：在庫調整対応 ・・・（２）異常気象発生時の対応

〔情報〕

在庫を早期確保・出発時間を調整し、納入遅延を回避した事例[事象発生 N日 : 1/22]

GoStopマネジメントシステムより、
入手した、降雪リスクを
関係者へ情報展開

〔対応〕

N-6 ～

1便分の在庫を
確保できているので
運送会社と後倒出発で合意

→ドライバーの安全確保しつつ、
納入遅延回避

着荷主へ
在庫確認・調整
(1便分の在庫確保)

運送会社と
具体的な
対応方法を案出し
（通常対応、前出しなど）

1/19 1/20

最終判断

1/211/16～1/18

N-3
N-2 N-１

大雪対策支援情報
で予防的通行止めの
発表有無をチェック
（メール通知あり）

栗東湖南IC～一宮ICで
通行警戒情報

＋予防的通行止め情報

名神高速
6日先予報にて、名神高速で21日夜間の降雪リスク情報

名神高速

22時～翌７時
予防的通行止め
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〔対象ルート〕

出発地点
静岡県浜松市（11:00）
※積み荷は前日に実施

到着地点
埼玉県飯能（15:30)

一般道 → 東名(浜松IC～青梅IC) → 一般道

事例③：迂回ルート対応・・・（１）ルート情報

＜車庫＞ ＜荷卸＞

車庫

荷卸

＜凡例＞

…一般道
…高速道路

浜松IC

青梅IC

清水IC

海老名IC
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事例③：迂回ルート対応・・・（２）異常気象発生時の対応

〔想定対応〕迂回ルートを早期調整し、納入遅延を回避した事例[事象発生 N日 : 2/9]

〔情報〕 関東地方で降雪リスク情報

〔対応〕

一般気象情報
2/3：降雪リスク
2/6：路面凍結リスク

運送会社と1日前時点で
どういう状況だったらどう対応する
か具体的な対応を協議

最終判断

2/8

実況情報を確認の上、
迂回ルート ［中央自動車道]
かつ、前倒出発

→ドライバーの安全確保しつつ、
納入遅延回避

2/3 2/6 2/7

迂回ルートの候補出し

降雪リスクを
関係者へ情報展開

路面凍結リスクの
情報を入手し、
関係者へ情報展開

※状況注視 ※状況注視

N-6 ～ N-3 N-2 N-１

東名高速（鮎沢PA）で
2/7に厳重警戒アラート

翌日への影響波及も考慮し
迂回ルートのリスク情報

リスクアラート
メール・WEB
サイトを注視

東名高速

８日夜遅くまで
降雪リスク継続

中央道
中部横断道
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〔対象ルート〕

出発地点
静岡県浜松市（10:30）
※30分前倒し出発
※積み荷は前日に実施

到着地点
埼玉県飯能市 (15:30)
※遅延無し

一般道 → 東名(浜松IC～青梅IC) → 一般道

(参考)事例③：迂回ルート対応

＜車庫＞ ＜荷卸＞

＜凡例＞

…一般道
…高速道路

車庫

荷卸

浜松IC

青梅IC

2/9 通行止め情報確認
（清水IC～海老名IC付近）

中央道へ迂回

清水IC

海老名IC

…迂回ルート
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総括

安全最優先・情報の一元化 事前準備通りの行動・変化への対応

■事例①: 体制構築・整備

■事例②: 降雪対応(在庫調整) & 事例③: 降雪対応(迂回ルート)

トライアル運用では、輸送支援サービスを活用しましたが、これに限らず、様々な情報の中から、関係部門間に
て判断をばらつかせない統一の情報を活用し、ドライバーの安全確保に向けた運用構築を目指して下さい。

- 安全最優先への共通認識、役割分担・エスカレーション体制の構築

- 判断をばらつかせないよう、統一の情報を選定・活用した運用体制の構築

- BCP: 様々な事象（ケース）を想定し、事象毎に合わせた対応策の協議と合意

- 事前準備通りの行動 : タイムラインの活用、 エスカレーションの実施

- 変化への対応: 想定外の事象（急変・好天)に対する柔軟な対応
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https://www.jwa.or.jp/service/transport-
support/transport-support-road-03/

https://wxtech.weathernews.com/industries/logistics/
https://wwwtb.mlit.go.jp/hokkaido/content/000246224.pdf

https://jta.or.jp/wp-content/themes/jta_theme/pdf/anzen/snow_03n.pdf

参考：輸送支援サービス

https://www.jwa.or.jp/service/transport-support/transport-support-road-03/
https://www.jwa.or.jp/service/transport-support/transport-support-road-03/
https://www.jwa.or.jp/service/transport-support/transport-support-road-03/
https://www.jwa.or.jp/service/transport-support/transport-support-road-03/
https://www.jwa.or.jp/service/transport-support/transport-support-road-03/
https://www.jwa.or.jp/service/transport-support/transport-support-road-03/
https://www.jwa.or.jp/service/transport-support/transport-support-road-03/
https://www.jwa.or.jp/service/transport-support/transport-support-road-03/
https://www.jwa.or.jp/service/transport-support/transport-support-road-03/
https://wxtech.weathernews.com/industries/logistics/
https://wwwtb.mlit.go.jp/hokkaido/content/000246224.pdf
https://jta.or.jp/wp-content/themes/jta_theme/pdf/anzen/snow_03n.pdf
https://jta.or.jp/wp-content/themes/jta_theme/pdf/anzen/snow_03n.pdf
https://jta.or.jp/wp-content/themes/jta_theme/pdf/anzen/snow_03n.pdf
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参考情報：輸送支援サービス
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